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2012 年 5月 31 日

　

４
月
14
日
・
15
日
の
両
日
に

わ
た
り
、
名
古
屋
に
お
い
て
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
高
知
大
会

で
の
理
事
会
企
画
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

議
題
と
し
て
は
来
る
９
月
16
・

17
日
に
四
国
・
高
知
で
開
催
さ

れ
る
「
第
18
回
全
国
の
集
い
in

高
知
２
０
１
２
」に
お
け
る
、
理

事
会
企
画
に
つ
い
て
の
内
容
の

決
定
が
主
な
議
題
で
し
た
。

　

理
事
会
企
画
の
内
容
を
決
め

る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
コ
ア
会

議
で
方
向
性
を
決
め
、
理
事
会

に
お
い
て
そ
の
内
容
を
決
定
す

る
方
法
で
練
り
上
げ
ら
れ
た
も

の
で
、
そ
の
意
味
で
は
黒
岩
会

長
後
の
新
体
制
の
元
で
の
執
行

部
、
理
事
の
意
気
込
み
が
現
れ

た
決
定
の
経
緯
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
以
下
の
２
つ
の

テ
ー
マ
（
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
含

め
）が
理
事
会
企
画
の
内
容
と
し

て
決
定
し
ま
し
た
。

出
席
理
事
：︵
敬
称
略
︶

苛
原
実
、
大
澤
誠
、
長
縄
伸
幸
、
藤
村
淳
子
、

畑
恒
土
、
石
田
一
美
、
福
田
善
晴
、
中
嶋
久
矩
、

金
井
秀
樹
、
村
山
善
紀
、
井
村
隆
、
吉
永
隆
行
、

大
川
延
也
、
中
嶋
啓
子
、

青
木
佳
之
（
14
日
の
み
）、
黒
岩
卓
夫
（
15
日

高
知
大
会　

理
事
会
企
画
決
定

理
事
会
報
告

の
み
）、
多
湖
光
宗
（
16
日
午
前
の
み
）

欠
席
理
事
：︵
敬
称
略
︶

桑
原
由
次
、
金
田
弘
子
、
森
本
益
雄
、
井
手

下
久
登
、
宮
坂
圭
一
、
渋
澤
温
之
、
太
田
秀
樹
、

新
田
國
夫
、
上
村
伯
人
、
岡
崎
和
佳
子
、
西

嶋
公
子

「医療」から「生活」へ
私たちは、地域に何ができるのか

私たちの〝終活〟
私たちは、地域に何ができるのか

大会２日目　09：00～　小ホールにて

大会２日目　13：10～　小ホールにて

コーディネーター　副会長：長縄伸幸
コメンテーター　黒岩卓夫

コーディネーター　副会長：大澤　誠

ＮＰＯ在宅ケアを支える診療所・市民全
ネットワーク理事会企画……①

ＮＰＯ在宅ケアを支える診療所・市民全
ネットワーク理事会企画……②
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て
い
ま
す
（
国
の
基
本
原
則
と
し
て
、

平
成
24
年
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同

時
改
訂
に
あ
た
っ
て
国
と
し
て
地
域
包

括
ケ
ア
を
進
め
る
べ
く
以
下
の
基
本
政

策
を
明
示
す
る
。
さ
ら
に
、
２
０
２
５

年
ま
で
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
整
備
完
備

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
報
告
書

は
提
言
し
て
い
る
）。

　

そ
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
○
○

○
加
算
、
特
に
新
設
さ
れ
た
○
○
○
連

携
加
算
に
注
目
し
、
出
来
る
限
り
算
定

で
き
る
よ
う
実
行
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
努
力
す
る
者
の
み
報
わ
れ
る
と

い
う
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
が
始
ま
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
向
こ
う

20
年
先
の
大
勢
は
こ
の
６
年
間
で
決
ま

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
方
向
性

も
こ
こ
に
集
約
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

従
っ
て
、
高
知
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
全
国
大
会
で
は
、
理
事
会
企
画
と

し
て
大
会
二
日
目
に
会
員
の
皆
様
と

ホ
ッ
ト
な
論
議
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
地
域
で
の
先
進
的
な
試
み
の
ご
紹
介

や
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
２
０
２
５
年
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

整
備
完
了
」の
第
一
歩
が
始
ま
る

～
２
０
１
２
年
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

同
時
改
訂
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
か
に
読

む
か
～

　

少
子
高
齢
社
会
へ
の
危
機
感
か
ら
始

ま
っ
た
い
わ
ゆ
る
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン

十
ヶ
年
計
画
に
も
と
づ
く
介
護
施
設
の

整
備
、
２
０
０
０
年
に
介
護
保
険
制
度

・�

病
院
に
行
か
な
く
て
も
済
む
患
者
は

診
療
所
で
対
応
完
結
さ
せ
る
（
病
院
と

診
療
所
の
役
割
分
担
）

・�

入
院
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
時
は
で

き
る
限
り
在
宅
で
（
在
宅
医
療
の
推

進
）

・�

重
度
に
な
っ
た
時
入
院
・
入
所
さ
せ

る
よ
り
疾
病
・
介
護
予
防
と
早
期
対

応
（
予
防
・
リ
ハ
ビ
リ
）

・�

人
生
終
末
の
あ
り
方
は
元
気
な
時
に

周
り
に
語
り
伝
え
、
簡
素
な
終
末
も

選
択
肢
に
す
る
（
本
人
・
家
族
・
医

療
者
が
と
も
に
納
得
す
る
終
末
を
：

満
足
死
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
国
は
こ
れ

ら
の
解
決
方
法
の
各
論
は
地
域
事
情
に

応
じ
て
地
域
が
知
恵
（
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
）を
出
し
て
欲
し
い
と
、
日

本
人
の
ど
根
性
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
研
究
会
報
告
書
が
そ
の

シ
ナ
リ
オ
の
も
と
で
あ
る

　

２
０
１
２
年
の
４
月
に
診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
同
時
改
訂
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
私
は
次
の
同
時
改
訂
ま
で
の
６
年

間
に
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
す
べ
き
方
向

性
が
こ
こ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
っ

副会長　長縄伸幸 氏

Ｎ
Ｐ
Ｏ
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
・
市
民
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
会
企
画
…
…
①

 

「
医
療
」か
ら「
生
活
」へ

　

    

～
私
た
ち
は
地
域
に
何
が
出
来
る
の
か
～

の
創
設
、
そ
の
後
の
医
療
保
険
改
革
と

順
調
に
制
度
の
軌
道
修
正
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
経
済
の
混

乱
と
日
本
経
済
の
沈
滞
に
よ
り
、
財
源

も
含
め
そ
の
シ
ナ
リ
オ
を
大
き
く
変
更

せ
ざ
る
負
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
シ
ナ
リ
オ
の

本
音

　

少
子
多
死
社
会
を
迎
え
、
①
我
々
に

は
金
が
な
い
の
で
何
と
か
医
療
費
や
介

護
費
の
伸
び
を
抑
え
た
い
！　

②
サ
ー

ビ
ス
の
質
は
維
持
し
た
い
、
が
こ
れ
か

ら
２
０
２
５
年
に
向
け
て
の
我
々
の
大

き
な
命
題
で
す
。

　

そ
こ
で
、
総
論
と
し
て

・�

病
院
間
の
役
割
を
決
め
、
無
駄
な
こ

と
や
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
さ
せ
な
い

（
機
能
分
化
）

　

「
全
国
の
集
い
in
高
知
２
０
１
２
」
の
理
事
会
企
画
に
お
い
て
２
つ
の
テ
ー
マ（
①「
医
療
」か
ら「
生
活
」へ
、と
、②
私
た
ち
の“
終
活
”）の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
長
縄
伸
幸
氏
と
大
澤　

誠
氏
が
担
当
し
ま
す
。

　

長
縄
氏
は
第
９
回 

岐
阜
大
会　

大
澤
氏
は
第
15
回　

群
馬
大
会
の
大
会
長
を
努
め
る
な
ど
当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
、
創
立
以
来
の
会
長
で
あ
っ
た
黒
岩
卓
夫
氏
に
代
わ
り
苛
原　

実
氏
を
新
会
長
と
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に

な
り
、
長
縄
、
大
澤
両
氏
は
副
会
長
と
し
て
会
長
と
共
に
会
の
舵
取
り
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
両
氏
よ
り
、
今
回
、
原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

在
宅
・
介
護
問
題
や
、
今
回
の
理
事
会
企
画
に
対
す
る
両
氏
「
思
い
」を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
・
市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

副
会
長

（
第
９
回
全
国
の
集
い
 in 
岐
阜　

２
０
０
３　

大
会
長
）

医
療
法
人
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス　

鵜
沼
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク　

長
縄
伸
幸
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９
月
の
高
知
大
会
の
理
事
企
画
の
一

つ
は
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
私
た
ち
の
“
終

活
”：
人
生
の
仕
上
げ
を 

ど
う
生
き
る

か
、
ど
う
支
え
る
か
』と
い
う
こ
と
に

決
ま
っ
た
。

　

本
企
画
の
趣
旨
は
、
人
生
の
仕
上
げ

の
時
期
の
あ
り
方
を
、
医
療
が
語
る
と

“
終
末
期
医
療
”と
い
う
重
い
話
題
に

な
っ
て
、
一
般
市
民
か
ら
は
敬
遠
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、“
終
活
”

と
い
う
「
よ
り
よ
い
人
生
の
終
焉
期
を

迎
え
る
た
め
に
、生
前
に
行
う
諸
活
動
」

と
い
う
く
く
り
の
中
で
、
終
末
期
医
療

の
問
題
も
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
㈳
終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会

の
中
下
大
樹
氏
を
お
招
き
し
て
、“
終

活
”の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
医
療
と
介
護
の
立
場
か

ら
、
そ
の
意
味
を
膨
ら
ま
せ
、
本
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
り
の
解
釈
を
し
て
い
こ

う
、
さ
ら
に
は
住
み
慣
れ
た
地
域
で
看

取
る
こ
と
を
わ
が
国
の
文
化
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
テ
ー
マ
が
決
ま
る

ま
で
に
は
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
。
ひ
と

つ
は
黒
岩
理
事
の
、“
終
活
”と
い
う
言

葉
の
定
義
が
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
ま
た

そ
の
言
葉
が
軽
い
印
象
を
与
え
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
二
つ

目
は
、
中
嶋
（
久
）理
事
の
、
こ
の
造

語
が
㈳
終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
の
言

葉
で
あ
り
、
そ
れ
を
当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
用
い
て
流
布
す
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く

な
い
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
し
か
し
、

後
者
に
対
し
て
は
、
既
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
何

度
か
取
り
上
げ
、徐
々
に
こ
の
言
葉
が
、

世
間
に
広
が
る
兆
し
を
み
せ
て
い
る
こ

と
を
み
て
も
、
一
民
間
団
体
の
枠
を
超

え
て
の
事
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
そ

れ
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
。
ま
た
、
ひ

と
つ
目
の
意
見
に
関
し
て
は
、
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
㈳
終
活
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
協
会
の
中
下
大
樹
氏
に
そ
の
定

義
を
語
っ
て
頂
く
と
と
も
に
、
太
田
理

事
の「“
終
活
”と
い
う
言
葉
は
、キ
ャ
ッ

チ
と
し
て
も
賛
成
で
す
。（
中
略
）そ
も

そ
も
生
活
の
場
で
の
看
取
り
は
、
家
族

を
は
じ
め
と
し
た
市
民
側
の
課
題
で
、

医
療
者
は
看
取
り
の
お
手
伝
い
を
す
る

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
終
末
期
医
療
は
、
医

療
・
介
護
専
門
職
の
手
か
ら
、
市
民
の

手
に
移
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝

え
た
い
と
考
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
市
民

主
導
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
市
民
の

関
心
を
引
き
つ
け
る
に
は
魅
力
的
な

テ
ー
マ
が
必
要
で
す
。」と
い
う
メ
ー

ル
上
の
意
見
で
こ
れ
も
解
決
を
得
た

よ
う
に
思
う
。

　

理
事
の
メ
ー
ル
上
で
こ
う
し
た
議
論

が
交
わ
さ
れ
て
い
る
最
中
、
私
は
次
の

様
な
看
取
り
を
経
験
し
、
メ
ー
ル
に
報

告
し
た
。

　

大
澤
で
す
。
３
：
33
、
肺
癌
（
小
細

胞
癌
）の
女
性
を
ご
自
宅
で
看
取
っ
て

帰
っ
て
来
ま
し
た
。「
家
に
帰
り
た
い
」

と
い
う
ご
本
人
の
気
持
ち
を
汲
ん
で
、

３
番
目
の
夫
と
い
う
微
妙
な
立
場
で
あ

り
な
が
ら
、
ご
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重

さ
れ
、
転
移
性
脳
腫
瘍
に
伴
う
脳
圧
亢

進
症
状
、脳
梗
塞
後
遺
症
に
伴
う
右（
患

側
）上
下
肢
の
痙
攣
、
そ
し
て
最
後
に

は
肺
炎
合
併
で
と
い
う
再
入
院
の
危
機

を
乗
り
越
え
て
の
ご
自
宅
で
の
看
取
り

で
し
た
。（
最
後
の
３
日
間
ご
本
人
の

意
識
は
な
く
、
ご
親
戚
の
方
々
か
ら
は

な
ぜ
入
院
さ
せ
な
い
ん
だ
と
い
う
ご
主

人
に
対
し
て
の
批
難
の
声
も
上
が
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。）　

 

私
た
ち
が
考
え
る
“
終
活
”に
は
、
中

嶋
（
久
）理
事
が
『
人
生
の
終
わ
り
の
迎

え
方
す
べ
て
に
関
わ
る
こ
と
に
関
す
る

こ
と
の
よ
う
で
す
』と
い
う
よ
う
に
、
こ

の
方
の
「
家
に
帰
り
た
い
」と
い
う
“
願

い
”も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ご

本
人
の
そ
う
し
た“
終
活
”が
な
け
れ
ば
、

こ
の
方
の
在
宅
で
の
最
後
は
実
現
し
な

か
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

中
嶋
（
久
）理
事
が
『
そ
れ
は　

私

達
在
宅
ケ
ア
に
関
わ
る
専
門
職
に
と

ど
ま
わ
ら
ず　

弁
護
士　

宗
教
者　

行
政　

哲
学
者　

相
続　

等　

広
い

範
囲
に
関
す
る
こ
と
』と
言
う
よ
う

に
、
ま
さ
に
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
・

市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
テ
ー
マ

に
ふ
さ
わ
し
い
の
だ
と
思
う
の
で
す

が
如
何
で
し
ょ
う
。

　

本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
は
、
が

ん
で
あ
れ
非
が
ん
の
人
で
あ
れ
、
緩

和
的
な
医
療
や
ケ
ア
が
大
切
な
時
期

を
迎
え
る
こ
と
を
良
く
知
っ
て
い
る
。

ま
た
、黒
岩
理
事
が
「
私
は
こ
れ
（“
終

活
”）と
似
た
こ
と
は
以
前
か
ら
考
え

て
い
ま
し
た
。
私
は
介
護
保
険
制
度

内
で
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
対
し
て
、
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
な
し
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
限
界
を
指
摘
し
て
来
ま
し
た
。
し

か
し
、
私
の
い
う
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
は

民
間
保
険
会
社
の
い
う
様
な
狭
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
在
宅
か
ら
終

末
期
ま
で
を
ど
う
す
る
の
か
、
在
宅

で
の
看
取
り
に
は
ど
の
よ
う
な
条
件

が
必
要
か
、
家
族
の
介
護
力
と
意
識
、

副会長　大澤　誠 氏

そ
し
て
愛
情
は
ど
う
な
の
か
、
経
済

力
は
ど
う
な
の
か
、
土
地
や
資
産
を

ケ
ア
に
使
う
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
、
法
治
国
と
し
て
の
し
き
た
り
を

ど
う
使
え
る
の
か
、
さ
ら
に
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
的
な
と
こ
ろ
か
ら
家
族
や

当
事
者
を
取
り
ま
く
人
間
関
係
を
、

ど
こ
ま
で
期
待
で
き
る
の
か
…
…
」と

言
う
よ
う
に
、
私
た
ち
は
、
人
生
の

後
半
の
生
き
方
を
支
え
る
に
あ
た
り
、

介
護
保
険
制
度
に
は
限
界
が
あ
る
こ

と
も
良
く
知
っ
て
い
る
。

　

桑
原
理
事
が
「
人
の
死
に
関
わ
る

職
種
が
互
い
の
領
域
を
超
え
て
連
携

し
な
け
れ
ば
、
人
生
の
終
焉
活
動
は

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
は
明
白
で
す
。

“
終
活
”と
そ
の
支
援
は
単
な
る
死
に

対
す
る
心
の
準
備
だ
け
で
な
く
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
と
も
言

え
ま
す
。
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

は
ま
ず
、
介
護
や
福
祉
、
医
療
や
保

険
及
び
関
連
分
野
な
ど
、
人
の
い
の

ち
に
仕
事
と
し
て
関
わ
る
方
に
、
地

域
に
根
ざ
し
た
連
携
の
模
索
を
提
唱
、

啓
発
し
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。」と
ま
と
め
た
が
、

「
こ
の
テ
ー
マ
は
と
て
も
実
践
的
で
日

常
診
療
に
直
結
す
る
問
題
（
苛
原
会

長
）。」と
言
え
る
。

　

当
日
は
、
㈳
終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

協
会
の
中
下
大
樹
氏
、
太
田
秀
樹
・

石
田
一
美
両
理
事
、
大
澤
の
他
に
、

介
護
施
設
関
係
者
（
未
決
定
）の
登
壇

を
予
定
し
て
い
る
。
多
く
の
皆
様
の

ご
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
・
市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

副
会
長

（
第
15
回
全
国
の
集
い
 in  

群
馬　

２
０
０
９　

大
会
長
）

医
療
法
人
あ
づ
ま
会　

大
井
戸
診
療
所　

大
澤　

誠

Ｎ
Ｐ
Ｏ
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
・
市
民
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
会
企
画
…
…
②    

 
私
た
ち
の〝
終
活
〟

　

    
人
生
の
仕
上
げ
を 

ど
う
生
き
る
か
、ど
う
支
え
る
か
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Mail Magazine

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
２
・
２　

医
師
・
法
人
会
員
活
動
紹
介

「
医
療
法
人
宮
城
会　

宮
城
医
院
」

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
２
・
３　

全
国
の
集
い
in
高
知
２
０
１
２　

香
川
プ
レ
大
会
を
開
催
し
て　

　

当
院
は
１
９
４
８
年
に
開
設
さ

れ
、
本
年
で
64
年
に
な
り
ま
す
。

当
初
よ
り
外
来
診
療
、
在
宅
診
療

を
行
い
地
域
の
人
々
と
共
に
歩
ん

で
き
ま
し
た
。
１
９
９
３
年
の
医

院
増
改
築
を
機
に
理
念
を
提
唱

し
ま
し
た
。

　

１
．
安
心
と
信
頼
の
医
療
・

介
護
の
提
供　

　

２
．
豊
か
な
人
生
を
支
援
す

る
在
宅
支
援
チ
ー
ム　

　

３
．
保
健
・
医
療
・
介
護
の

　今回は「風の萌」より会員紹介のコラムの 2 ～ 4 月号を掲載いたしました。
　この記事は毎月メールマガジンの記事として皆様に配布されている記事の転載版です。（スタイル等は
一部変更しています。）メールマガジンでの配信はもちろん「多くの人に」、「迅速な」、配信が目的で、メー
ルの特徴を発揮出来るものですが、現実としてメール配信されている数は「多くの人に」というにはまだ
まだ充実を計る必要があります。

協
働
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
で
あ
り

ま
す
。
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診

療
所
・
市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
全
国
ネ
ッ
ト
）
へ
の
参
加

は
１
９
９
４
年
の
岡
山
で
の
準

備
会
が
最
初
で
あ
り
、
全
国
で

在
宅
医
療
に
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
多
く
の
方
に
触
発
さ

れ
当
院
の
進
む
べ
き
診
療
所
像

を
描
き
つ
つ
今
日
ま
で
築
き
上

げ
て
来
ま
し
た
。
全
国
ネ
ッ
ト

へ
は
欠
か
さ
ず
参
加
し
、
出
来

る
限
り
発
表
も
行
っ
て
来
ま
し

た
。
当
院
の
組
織
は
外
来
診

療
で
は
内
科
一
般
、
予
約
外
来

で
「
物
忘
れ
外
来
」「
禁
煙
外

来
」
と
外
科
一
般
・
整
形
外
科

を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
師
は
常

勤
２
名
、
非
常
勤
２
名
、
非
常

勤
で
臨
床
検
査
技
師
、
管
理
栄

養
士
が
各
１
名
、
外
来
リ
ハ
ビ

リ
で
Ｐ
Ｔ
、
Ｓ
Ｔ
が
各
１
名
い

ま
す
。
訪
問
診
療
は
在
宅
療
養

支
援
診
療
所
と
し
て
３
名
の
医

師
で
行
い
、
１
ヶ
月
75
～
80
名

の
患
者
を
訪
問
（
癌
患
者
10
名
）

し
て
い
ま
す
。
最
近
は
地
区
医

師
会
で
５
名
の
医
師
が
、
特
に

癌
患
者
の
在
宅
を
主
治
医
、
副

主
治
医
の
関
係
の
２
人
体
制
で

診
て
行
く
シ
ス
テ
ム
を
創
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
年
間
在
宅
看
取

り
数
は
約
30
名
で
す
。
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、（
Ｐ
Ｔ
、
Ｓ

Ｔ
）、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
、
居

宅
介
護
セ
ン
タ
ー
２
ケ
所
（
１

ケ
所
は
重
度
の
方
を
担
当
）、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設

し
て
い
ま
す
。
２
０
０
５
年
に
は

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
（
２
０
０
０
）

の
認
証
を
取
得
し
外
部
評
価
を
受

け
る
事
に
よ
り
、
よ
り
質
の
高
い

医
療
、介
護
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

関
連
施
設
と
し
て
有
限
会
社
で
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
２
ケ
所
開
設
し
て

い
ま
す
。
本
年
４
月
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
開
設
に
向
け
現
在
、
建
設

が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
医
療
、
介
護
の
チ
ー

ム
ケ
ア
に
よ
り
そ
の
方
の
生
活
を

支
え
、
出
来
る
限
り
住
み
な
れ
た

地
域
で
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
創
り
に
進
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

医
療
法
人
　
宮
城
会
　
宮
城
医
院  

〒
６
３
９-

０
０
３
４　

奈
良
県
天
理
市
丹
波
市
町
３
０
２
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

０
７
４
３-

６
３-

１
１
１
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ:

０
７
４
３-

６
３-

３
８
６
６�

E
-m

ail:m
m

m
@

m
iyagikai.or.jp

　

２
月
26
日
香
川
県
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
香
川

プ
レ
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。�

　

昨
年
１
月
に
全
国
大
会
会
長

の
福
田
善
晴
先
生
よ
り
プ
レ
大

会
の
ご
案
内
を
頂
き
ま
し
た
。

私
ど
も
の
よ
う
な
小
さ
な
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
そ
の
よ
う
な
大
会
を

開
催
す
る
の
は
身
分
不
相
応
か

と
も
思
い
ま
し
た
が
、
福
田
先

生
の
御
熱
心
な
お
誘
い
と
、
こ

れ
ま
で
の
プ
レ
大
会
の
規
模
も

様
々
で
あ
り
で
き
る
範
囲
で
良
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事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
２
・
３　

医
師
・
法
人
会
員
活
動
紹
介

「
医
療
法
人
南
労
会　

み
ど
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

い
と
お
聞
き
し
、
開
催
を
決
意

い
た
し
ま
し
た
。　

 　

　

プ
レ
大
会
の
企
画
を
考
え
て

い
た
所
、
５
月
に
高
松
市
医
師

会
と
香
川
県
医
務
国
保
課
が
中

心
に
高
松
地
域
在
宅
医
療
推
進

委
員
会
が
発
足
し
、
私
も
そ
の

委
員
に
加
え
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
私
は
今
後
地
域
に

在
宅
医
療
を
広
め
将
来
像
を
描

く
に
は
、
ま
ず
現
状
把
握
が
必

要
と
訴
え
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

提
案
い
た
し
ま
し
た
所
、
調
査

は
承
認
さ
れ
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

プ
レ
大
会
の
第
一
部
で
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
、

高
松
市
の
在
宅
ケ
ア
の
現
状
を

多
職
種
の
観
点
か
ら
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
第
二
部
で
は

四
国
の
在
宅
ケ
ア
を
先
進
的
に

精
力
的
に
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
る

先
生
を
お
招
き
し
御
講
演
頂
き
、

香
川
県
の
今
後
の
在
宅
ケ
ア
の

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い

う
企
画
を
い
た
し
ま
し
た
。　

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
永
井

康
徳
先
生
（
愛
媛
）
吉
田
大
介

先
生（
徳
島
）和
田
忠
志
先
生（
高

　

ご
無
沙
汰
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
益
々
ご
活
躍
の
こ
と

お
歓
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 　

　

１
９
９
６
年
開
設
し
ま
し
た
。

１
９
８
４
年
設
立
し
た
法
人
本

体
の
紀
和
病
院
を
バ
ッ
ク
に
し

て
、
在
宅
医
療
を
担
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。 　

　

現
在
は
、
24
時
間
支
援
診
療

所
の
機
能
、
物
忘
れ
外
来
、
糖

尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
の
診
療

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 　

　

直
近
の
目
標
は
３
つ
で
す
。

　

１
つ
目
の
在
宅
診
療
に
つ
い

て
は
、
緩
和
医
療
で
す
。
紀
和

病
院
に
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
、
大

阪
南
方
面
の
緩
和
医
療
を
担
う

べ
く
、
２
０
０
３
年
に
開
所
し

ま
し
た
。
病
棟
と
在
宅
を
行
き

来
す
る
緩
和
ケ
ア
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
身
体
障
害
へ
の

医
療
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
療
法
士
57
人

お
り
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病

棟
、
外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
デ
イ
ケ
ア
リ
ハ
ビ
リ
ク
ラ

ブ
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

知
）
に
ご
快
諾
い
た
だ
き
、
プ

レ
大
会
の
グ
レ
ー
ド
は
さ
ら
に

上
が
り
、
事
前
参
加
申
し
込
み

は
２
０
０
名
を
超
え
、
当
日
は

県
内
外
か
ら
２
４
０
名
に
お
越

し
頂
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
約
三
分
の
一
が
一

般
市
民
で
あ
り
、
地
域
の
在
宅

へ
の
関
心
の
深
さ
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
当
日
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
も
約
半
数
の
方
に
お
答
え

頂
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１
．
２

と
も
に
ほ
と
ん
ど
の
方
が
参
考

に
な
っ
た
と
の
評
価
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。 　
　

　

振
り
返
り
ま
し
て
こ
の
大
会

が
盛
会
に
終
わ
っ
た
の
は
、
当

日
参
加
頂
い
た
皆
様
、
実
行
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
、
20
名
以
上

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
お

陰
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

が
、
本
当
の
プ
レ
大
会
の
成
功

は
今
後
さ
ら
に
在
宅
ケ
ア
の

ニ
ー
ズ
が
増
え
る
将
来
に
地
域

に
在
宅
ケ
ア
が
根
付
き
、
本
会

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
老

い
て
も
病
ん
で
も
我
が
家
で
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
が
達
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
方
々
と
在
宅

ケ
ア
推
進
に
努
め
る
勇
気
を
頂

い
た
、
貴
重
な
一
日
で
し
た
。
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事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
２
・
４　

医
師
・
法
人
会
員
活
動
紹
介

「
大
川
歯
科
医
院
」 

　
「
口
か
ら
食
べ
る
か
ら
元
気
に

な
る
」

　

私
の
診
療
室
は
一
人
の
歯
科
医

師
、
三
人
の
歯
科
衛
生
士
、
一
人

の
受
付
の
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
典

型
的
な
歯
科
医
院
で
す
。
木
、
日

を
除
く
平
日
は
外
来
診
療
を
行

い
、
木
、
日
の
休
日
に
訪
問
診
療

を
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
約
17
～

18
年
前
、
40
歳
を
過
ぎ
て
、
歯
科

医
師
と
し
て
や
っ
と
患
者
さ
ん
の

お
役
に
た
て
る
よ
う
に
な
っ
た
か

な
と
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　

あ
る
患
者
さ
ん
か
ら
お
母
様
が

脳
梗
塞
で
寝
た
き
り
と
な
り
、
先

生
の
と
こ
ろ
に
通
え
な
い
、
入
れ

歯
が
が
た
が
た
で
食
べ
ら
れ
な

い
、
ど
ん
ど
ん
痩
せ
て
い
く
し
、

口
数
も
少
な
く
な
り
、
ぼ
ー
っ
と

し
て
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。
患
者
さ
ん
が
来
ら

れ
な
い
の
な
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
訪

問
す
る
の
は
か
か
り
つ
け
歯
科
医

と
し
て
は
あ
た
り
ま
え
。
こ
れ
が

訪
問
治
療
の
始
ま
り
で
し
た
。
在

宅
に
お
い
て
も
、
診
療
室
と
同
じ

よ
う
に
義
歯
治
療
を
施
し
ま
し
た

が
、
ど
う
し
て
も
う
ま
く
い
か
な

い
の
で
す
。
歯
科
大
学
で
教
え
て

い
た
だ
い
た
歯
科
治
療
は
、
基
本

的
に
歩
い
て
来
院
で
き
る
“
健
康

な
方
”
へ
の
治
療
で
あ
り
、
麻
痺

や
障
害
を
持
っ
た
方
に
は
ま
っ
た

く
通
用
せ
ず
、
さ
ら
に
リ
ハ
ビ
リ

と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
訪
問
歯
科
治
療
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
あ
り
、
チ
ー

ム
で
解
決
し
て
い
ま
す
。
高
次

脳
機
能
障
害
支
援
相
談
チ
ー
ム

が
活
動
を
始
め
ま
し
た
。�　

　

２
つ
目
は
、
認
知
症
で
す
。

物
忘
れ
外
来
と
、
認
知
症
専
用

の
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
施
設
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
家
族
会
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。�　

　

３
つ
目
は
、
糖
尿
病
な
ど
を

セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
看
護

師
、
栄
養
士
だ
け
で
な
く
、
ク

ラ
ー
ク
、
事
務
員
の
チ
ー
ム
に

よ
り
、
機
能
さ
せ
ら
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
患
者
会
の

会
員
数
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、

１
９
９
６
年
よ
り
続
い
て
い
ま

す
。�　

　

３
年
前
に
私
が
体
調
を
崩
し
、

貴
会
へ
参
加
で
き
ず
に
お
り
ま

し
た
が
、
機
関
誌
に
よ
り
励
ま

さ
れ
、
な
ん
と
か
診
療
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

医
療
法
人
　
南
労
会
　
み
ど
り
ク
リ
ニ
ッ
ク �

〒
６
４
８-
０
０
８
５　

和
歌
山
県
橋
本
市
岸
上
２
２-

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

０
７
３
６-

３
４-

２
８
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ:

０
７
３
６-
３
４-

２
１
５
１�

E
-m

ail:m
atsuura.fum

iyo@
nanroukai.

or.jp

パ
イ
オ
ニ
ア
、
前
理
事
の
加
藤
武

彦
先
生
の
門
を
た
た
き
、
一
か
ら

手
と
り
足
と
り
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。
義
歯
は
装
具
、
障
害
に

あ
わ
せ
な
け
れ
ば
使
え
な
い
、
そ

し
て
、
さ
ら
に
そ
の
装
具
を
使
え

る
口
に
リ
ハ
ビ
リ
し
て
い
か
な
け

れ
ば
食
べ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
の
歯
科
界
に
は
全
く
な

い
、
目
か
ら
う
ろ
こ
の
治
療
、
考

え
方
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
口
か
ら
食
べ
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
元
気
に
な
っ
て
い

く
在
宅
療
養
者
を
た
く
さ
ん
見
て

き
ま
し
た
。
医
師
を
中
心
と
し
た

ケ
ア
チ
ー
ム
が「
口
か
ら
食
べ
る
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
協
働
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
在
宅
療
養
者
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
は
向
上
し
、
結
果
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。
歯
科

医
と
し
て
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

療
養
者
が
口
か
ら
食
べ
て
元
気
に

な
る
よ
う
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も

周
り
で
支
え
る
家
族
、
介
護
者
み

ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
に
お

手
伝
い
で
き
れ
ば
と
い
つ
も
考
え

て
い
ま
す
。

大
川
歯
科
医
院 

〒
２
０
７–

０
０
１
５　

東
大
和
市
中
央
１–

１
１
３
１–

１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

０
４
２–

５
６
５–

２
５
８
８　

Ｆ
Ａ
Ｘ:

０
４
２–

５
６
５–

２
５
８
８

E
-m

ail:bobned@
star.ocn.ne.jp
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１
．
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
・

　
　

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す

　
　

る
考
え
方

　

在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
・

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
以
下「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」と
記
し
ま
す
）に
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
お
よ
そ
10

年
が
た
ち
ま
す
。
以
前
は
、
介
護

保
険
の
事
業
者
と
し
て
の
立
場
で

し
た
。
今
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
す

る
中
間
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
の
関

わ
り
が
主
た
る
も
の
で
す
。

　

福
祉
事
業
者
の
立
場
の
こ
ろ
の

主
要
な
関
心
ご
と
は
①
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ
い
て
②
福

祉
と
医
療
の
連
携
の
推
進
、
で
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
お
そ
ら
く
永
遠

の
課
題
で
す
が
、
介
護
保
険
開
始

当
初
に
比
べ
れ
ば
相
当
の
進
化
を

遂
げ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
毎
年

各
地
で
開
催
さ
れ
る
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」の
全
国
大
会
で
の
実
践

交
流
会
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」事

業
の
主
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
す
。

こ
こ
で
の
現
場
か
ら
の
発
表
を
楽

し
み
に
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

年
毎
に
「
進
化
」を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
ま
れ
な
事
柄
で
す
。
こ

れ
を
お
読
み
に
な
る
皆
さ
ん
と
も

共
有
化
し
た
い
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
現
場
に
依
拠
し
た
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」と
し
て
、
歩
ん
で
い

け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

中
間
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
立
場
か
ら

の
関
心
ご
と
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
個
々

の
課
題
と
社
会
的
課
題
と
の
意
識

的
な
繋
が
り
を
支
援
す
る
こ
と
で

す
。
硬
い
言
葉
で
言
え
ば
「
自
己

変
革
と
社
会
変
革
の
統
合
」で
す
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」は
元
々
社
会
と

の
関
わ
り
を
強
く
意
識
し
て
い
る

団
体
で
す
が
、
今
や
任
意
団
体
か

ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
社
会
的

責
任
が
更
に
明
確
に
な
っ
た
わ
け

で
す
か
ら
、
そ
こ
で
の
中
間
支
援

Ｎ
Ｐ
Ｏ
出
自
の
立
場
は
重
い
と
考

え
ま
す
。
社
会
の
動
き
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
め
ぐ
る
動
き
を
で
き
る
だ
け
皆

さ
ん
と
共
有
化
し
、
何
か
し
ら
変

革
に
結
び
つ
け
ら
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

２
．会
員
に
対
す
る
要
望
、期
待

　

実
践
交
流
会
を
更
に
活
性
化
し

ま
し
ょ
う
。「
事
件
は
会
議
室
で

は
な
く
、
現
場
で
起
き
て
い
る
」

で
は
な
い
で
す
が
、
真
理
は
現
場

よ
り
と
考
え
ま
す
。
医
療
や
福
祉

は
「
制
度
」の
下
、
儘
に
な
ら
な

い
こ
と
が
常
で
す
が
、
こ
れ
に
物

申
し
、
変
え
て
い
け
る
の
は
現
場

で
の
実
践
で
す
。
私
は
団
塊
の
世

代
で
、
も
う
す
ぐ
リ
タ
イ
ヤ
で
す
。

こ
れ
か
ら
が
本
当
に　

医
療
・
福

祉
と
「
と
も
に
生
き
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」現
実
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
も
、
現
場
の
皆
さ
ん
と
考

え
ら
れ
る
「
患
者
・
利
用
者
」で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
節
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
!?　

３
．
問
題
提
起

　

広
報
ツ
ー
ル
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
を
提
案
し
ま
す
。
具
体
的
に
言

え
ば
「
風
の
萌
」を
電
子
ベ
ー
ス

で
配
信
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
①
リ
ン
ク
を
張
り
添

付
資
料
を
見
る
こ
と
も
可
能
と
な

り
ま
す
。
②
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も

い
つ
で
も
見
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
③
さ
ら
に
、
豊
か
と
は
言
え

な
い
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
経
費

削
減
に
な
り
ま
す
。
④
そ
し
て
、

環
境
へ
の
配
慮
を
多
少
は
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
Ｐ
Ｃ
対
応
で
き
な

い
方
も
お
い
で
に
な
る
の
で
、
そ

の
人
の
た
め
に
は
紙
ベ
ー
ス
で
の

対
応
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

少
し
で
も
合
理
化
を
進
め
る
こ

と
と
、
合
理
化
と
対
峙
す
る
よ
う

に
見
え
る
「
気
持
ち
」や
「
心
」と

も
向
き
合
え
る
と
い
い
の
で
す

ね
。（
私
は
個
人
的
に
は
紙
ベ
ー

ス
の
ほ
う
が
好
き
な
の
で
す
が

…
…
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
カ
ン
ド
リ
ー
グ
埼
玉 

　

；
桑
原
由
次

次
回
は
、
も
う
一
人
の
事
務
局
次
長

（
前　

西
ブ
ロッ
ク
長
）
で
あ
る
石
田一美

様
に
原
稿
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

事務局次長　桑原由次 氏

　

事
務
局
方
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
を
お
願
い
し
て
い
る
桑
原
由
次　

氏
に
も
原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

畑　

事
務
局
長　

と
共
に
事
務
局
次
長
（
前　

東
ブ
ロ
ッ
ク
長
よ
り
名
称
変
更
）と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び

事
務
局
の
運
営
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
新
会
長
の
元
、
こ
れ
か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
展
に
ふ
さ
わ
し

い
事
務
局
を
目
指
す
べ
く
、
そ
の
活
動
に
ご
期
待
下
さ
い
。
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　重ねて発行が遅れた点についてお詫び申し上げ
ます。今後は内容の充実、方向性の明確化等に
努めて編集を行いたいと思います。ご期待下さい。
　高知大会の準備も着 と々進んでおり、来年の新
潟大会に向けての動きも始まりました。改めて「継
続させることの重要さ」を感じています。　　（T.Y.）

2012年5月31日発行（第018号）

http://www.home-care.ne.jp/net/　　  E-mail:zenkokunet@home-care.ne.jp
〒458-0007　愛知県名古屋市緑区篭山3-119　カーサフクシマC-32号

TEL：052-848-8800　　FAX：052-848-8801

総合司会　吉嶺文俊さん（県立津川病院院長）
1. 開会挨拶　13:30 ～13:35
矢澤良光さん（県立新発田病院院長）

2. 基調講演　13:35～14:35
「包括ケアシステムのあるむら・まち」
西嶋康浩さん（厚生労働省医政局国立病院課在宅医療推進室）

3. シンポジウム　15:00～ 16:30
「県北で在宅医療を考えよう」
座長　阿部昌洋さん（阿賀町診療所長、県エルダー医）
シンポジスト
笹川康夫さん（笹川医院院長）
近　幸吉さん（県立坂町病院内科）
三村　健さん（ゆきよしクリニック理学療法士）
高橋是司さん（県介護支援専門員協議会長）
平野真弓さん（下越総合健康開発センター訪問看護師）

4. 特別発言
新潟県在宅ケアを考える会　会長　黒岩卓夫さん

5. 閉会挨拶　16:30
新潟県在宅ケアを考える会事務局長　上村伯人さん

～在宅ケア〈医療・介護・住まい・看取り〉の飛躍的進展をめざして～

愛媛プレ大会の報告書

『在宅ケアを考える集い in 越後 2012』
〈全国の集いプレ大会〉

　「NPO在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク全国の集い in高知２０１２　愛媛プレ大会」を５
月２０日（日）、松山市総合コミュニティセンターにて開催し、在宅ケアにかかわる県内外の医師、看護師な
ど、医療・介護従事者、一般市民、約３００名のご参加をいただきました。
　本大会では、「在宅医療最前線」～在宅医療には、社会を変える力がある～とのテーマのもと、記念講演１
「大災害時に求められる地域医療のあり方（気仙沼市立病院：横山成邦先生）」、記念講演２「高齢者が閉じこ
もらない都市環境整備をどう実現するか（世田谷記念病院：酒向正春先生）」の２つの記念講演、ならびに、
教育セミナー「ヘルパーの医療行為セミナー」、「在宅医療の基礎知識セミナー」をおこない、今後迎える多
死社会の中、治せなくても最後まで支える医療の重要性をうったえ、この「支える医療」を在宅医療の分野
から発信し、社会を変えていきたいとの思いをお伝えし、盛会のうちに無事終了することが出来ました。大
会を開催するにあたり多大なご尽力をいただいた関係者の皆様に、改めて感謝申し上げます。

　医療保険・介護保険の同時改正を終え、地
域包括ケアシステムの整備を中心とした新た
な仕組み作りの原点は、従来から求められて
いる医療・福祉サービスの統合と住まいの提
供にあります。
　この中で、本会が目指し議論を重ねてきた
在宅ケアを担う様々な職種の連携・協働をさ
らに進展するために、今回も多くの方から参
加いただき、熱く有意義な議論ができますこ
とを期待しています。

○　当会報　風の萌　発行スケジュールの変更のお詫びと今後の発行予定
　　今回は変則的な発行になってしまいました。次回は７月、さらに９月、11月発行といたします。
○　ホームページ　リニューアル　のお知らせ
　　現在最後の確認を行なっており、7月中旬には新フォームにて閲覧可能になります。

4. 特別発言

5. 閉会挨拶　16:30

事務局より

日時：2012 年7 月22 日（日） 13：30-16：30
会場： 新発田市生涯学習センター

新発田市中央町5-8-47 
参加費：1,000 円（当日徴収）
主催：新潟県在宅ケアを考える会

お問い合わせ、連絡は…
県立津川病院
吉嶺文俊 院長
TEL.0254-92-3311


